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1.は じ め に

最近 青少年の体 力の低下や健康 問題が盛んに論 じられ

るよ うになって きた。その背景 には社会の変遷 か らくる

種 々の環境の悪化があ り,特 に学生には知育偏重的 な受

験戦争 が大 きな影響 を与 えてい ると考えられる。

体 力(身 体適性:physicalfitness)は 身体的 及び精

神的 な行動 ・防衛能 力,各 種機能の充実,あ る範囲内で

の内的及び外的環境 の変化 に十分適応で きるだ けの身体

的能 力などと定義で きよう。体力 とそれ に伴 う健康度 が

最 も高いレベル に安定 している年令 は学生時代 を含 む数

年で はないかと思われ る。従 って学生時代 は少々無理 を

して も心身 に支障 をきたさないよ うカバー して しま う時

期す なわち悪環境へ の抵抗力(公 害の克服 などとい う考

えとは全 く別)の 強い時期であり,か えって体力や健康

を軽視す る傾向 もある。

また,よ り高い レベ ルに鍛 えられたいわゆる トレーニ

ングされた体 力は加令 に伴 う低下が漸次一定であるな ら

ば,低 い レベルの者 に比べて維持出 きる水準 は高 く,低

下度 は遅 く,効 果はより高令 まで残 ることは定説である。

トレーニ ング効果が増進(プ ラス)の 方向で期待で き,

しか も健康安全性の高い学生時代 を過信 して過す と,将

来に禍根 を残す ことになるのでむ しろ積極的 に心身 を高

める努力が良策 となる。

体 力や健康 の保持増進 に運動 は必須条件で あるが,果

して学生が前述 したことをふまえて認識 しているで あろ

うか。 もし認識 しているとすれば どのよ うに実践 してい

るので あろ うか。また将来 をどのよ うに見通 して健康生

活 を考 えているかについても疑問である。

過 去 に本学学生の体力調査 を継 続 して行ったが,入 学

後2年 程度で もかなり能力低下傾 向が認め られ,体 育実

技指導上 大 きな助言 となった。今回は体 力 との関連 と共

に,余 暇や運動活動等にっいて実態調査 を行 い,学 生 の

運動 クラブ活動の経験 や意識,余 暇の過 し方,運 動活動

の意識や行い方,健 康 の考 え方,運 動やクラブに対する

イメージ等 についての結果 を得 た。それを性別,学 科別,

運動経験別 に比較検討す ると共 に,他 大学の傾向や他の

研究結果等 と照合 し,本 学学生の実態 を把握 して,一 般

体育実技,保 健体育理論及 び課外活動の指導 に生か した

いo

1.調 査 に つ い て

1.学 生生活 における余暇 ・運動活動 につ いてのア ン

ケー ト調査(東 海大学学生生活研究所編)を,無 記名に

て,2年 次応用体育木曜 日,金 曜日Aク ラス及 び体育専

修 生(1年 次 を除 く)に 対 して行 った。

2.調 査期間は昭和53年6月1日 から6月16日 であっ

た。

3.調 査対象及び回答数 は,男 子124名,内 訳 は国語,

社会,数 学,理 科(以 下教育群 と略す)43名,体 育専修35

名,人 間科学科46名,女 子258名,内 訳 は国語,社 会(以

下国社 と略す)69名,数 学,理 科(以 下数理 と略す)32名,

音楽,家 庭,英 語(以 下教育群 と略 ず)63名,体 育専修70名,

人間科学科24名 であ り,回 答回収率 は体育専修約85%そ

れ以外は100%で あった。なお対象者の比較 グルー プ分

けは,調 査数 が専修専攻で不充分であった点と,体 力の

類似 した専修専攻等(文 教大学紀要第10集,文 教大学学

生の体 力に関す る研究 第4報)を 考慮 して上記のよ う

に男子3,女 子5グ ループとした。

4.調 査内容については以下 の通 りである。

(1)中 学 ・高校 ・大学での運動 クラブ経験 にっいて

入部の動機 と続 けた理由,途 中で止 めた理由,運 動 ク
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ラブに入 らなかった理由 につ いて合致1項 目を選択

(2)学 生生活における余暇利用 について

住居種別,通 学時 間,昼 休み ・放課後 の過 し方,日 曜

祭 日の過 し方 について合致1項 目を選択

(3)運 動活動の意識 と行い方につ いて

体 力の 自己診断,運 動の必要性,運 動参加 での仲間,

形式,機 会,時 間,望 ましいと思われる内容,体 育的行

事へ の参加意志,教 室 ・大会開催希望,健 康 につ いての

意識等を合致項 目選択(教 室 ・大会につ いての希望 は種

目を 自由回答)

(4>運 動 クラブ ・体育会 に対す るイメージについて

運動 クラブや体育会 に伴 う10項 目の語旬をそれぞれ

非常 に良い(十3),良 い(十2),や や 良い(十1),

分 らない(0),や や悪 い(-1),悪 い(-2),非 常

に悪 い(-3)の7段 階で イメ ージによって選択

(注)各 内容 の詳細は結果と考察 参照の こと

5.調 査結 果の処理 は調査対象別に回答人数集計 し,

百分率を算出 した。 イメージにっいては項 目毎 に平均値

を算出 した。体力 とその必要性 の比較 などで はx2一検定

を用い,イ メー ジにつ いては平均値差 をt一 検定 した。

6.研 究の進 め方はアンケー ト内容に基 き,性 別,学

科別 に比較 す ると共に,運 動 クラブ経験 による意識の相

違を,大 学経験者,中 学 ・高校経験者,未 経験者 に分 け

て比較検討を行 う。 なお本研究の 目的 に直接 関連の ない

項 目につ いて は参 考に止めることにした。

皿 結 果 と考 察

1.運 動 クラブ参加の実状 と意識について

本調査 によると大学で運動 ク ラブに入 って いる者,男

子47%(58名/124名),女 子24%(62名/258名)で あ

り,体 育会会員約550名 が全学に占め る割 合約12%よ り

かな り高い比 率となっている。小椋 らの報告で は学内ス

ポー ツサ ー クルへの 参加 は全体で24.6%で あ り,国 公

私立別で は私立大学が低 いとされているが,そ れに比べ

て も高 い。 これは本調査対象 に体 育が占め る割合 が高い

ことも一 因で あろ う。 また男子 は女子 と比較 して参加度

が高 く共学への移行 における一傾向 と見ることが出 きる。

中学校,高 校での運動経験者 を含め ると男子約70%,女

子45%と な り,途 中退部 した り,進 学 に従 って止めた り

した者 もあろ うが,何 らかの形 で運動 クラブを経験 した

者を約半数 と見 ることが出来 よう。

運動 クラブに入 った動機,続 けた理由,途 中で止めた

理由,運 動 クラブに入 らなかった理 由にっいて結果 を得

たが,学 科別 に顕著 な差 はな く詳細 に比較す る必要 もな

いと思 われ るので性別 に整理 した。また中学校,高 校,

大学時代の各選択項 目を総計 したもの を表1か ら表4に

示 すが,大 学での理由で10%以 上 の回答 については○数

字 で順位 を併記 した。

表1運 動 クラブを続 けた者 と途 中で止 めた者の

入部動機(理 由)

(単位%)

続けた者 途 中 で止
めた者

動 機(理 由) 男子 女子 男子 女子

・藩 軅 亭上 谿゚(昇 段 記゚録 優゚ 22 14Q5 9 ii

2)前 に や っていた のz入 った 1901 14Q1 25Q2 12

3)身 体的向上(体 力の増進など) 18Q5 13 20 25

4)先 生 ・先輩 ・友人 に誘わ れて 16 19 13 18

5)他 の運 動 をや ってみたか った 1202 12Q2 11 17Ql

6)仲 間を作 りたい 7③ 18③ 11Q1 14Q2

7)強 制的に入らされた 0 1 2 0

8)そ の他 5 8 9 3

男子 が技術や記録,体 力 などスポーツの持つ闘争,ト

レーニ ング的な志向 を示すのに比べ,女 子 は自発的要素

以上 に,友 人等 に誘われたり仲 間づ くりなどに左右 され

て入部す る傾向 にある。入部動機 をクラブを途 中で止め

た者 と続 けた者 とを比べると,男 子で技術 の向上獲得の

比率が低 く仲間づ くりの比率 が高い。女子 は前にやって

いたので続 けたが低 く,他 の運動をやってみたかったが

高 くなっている。

表2運 動 クラブを続 け られた理由

(単 位%)

理 由 男 子 女 子

1)技 術 の獲 得 ・向上 があ りおもしろくなってきた 35Q2 34Q2

2)人 間関係がよかった 27Q1 351Q

・)籍 嬲 搬 勢(練 習についてゆける 18 9

4)指 導者(コ ーチ ・監督)に 恵 まれ た 5 7

5)ラ イバル(競 争相手)に 恵まれた 4 3

6)退 部の機会を逃 したので続けた 2 3

7)活 動場所 ・施設に恵まれた 1 2

8)そ の他 6 7

表3途 中でやめた大 きな原 因

(単 位%)

原 因(理 由)
o

男 子 女 子

1)時 間に余裕がな くなってきたため 282Q 21Q1

・)噸 盤 鑼 爛 贈 わなかった 22Q1 11Q2

3)人 間 関係 が うま くいか なか った 15Q3 19

・)艶 鸚 歪讎 誘(練 習をこついてゆけな 11Q3 zs

5)勉 学 との両立が出来ない(進 学も含む) ii io

6)経 済上の理由 0 0

7)そ の他 13 10
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クラブを続けられた理 由は男女類似 してお り,技 術,

身体的向上,人 間関係 などを主 なものとし,指 導者やラ

イバ ルの影響 は低い比率 となってい る。

表4運 動クラブに入らなかった理由

(単位%)

理 由 男 子 女 子

1)文 化系 ・生産系 の クラブに入 った 43Q1 50①

2)自 分 のや りた い クラブが なか った 17② 11②

3)勉 学のため i2 7

4)入 る機会 を失 った 7 7③

5)身 体的に不利だった(ケ ガを含む) 6 9

6)ク ラブの 目的が かた よっていた 2 i

7)経 済上の理由 i 2

8)学 外の ク ラブ ・サー クル ・道場 に入 った i 2

9)上 下関係が厳 しく感 じられた 0 1

10)そ の 他 11 iz

運 動クラブに入 らなかった理由 は文化系 クラブに入っ

た,自 分のや りたいクラブが無 かったが大半 を占めてい

る。特 に文化 クラブに入 った者 が多いことはク ラブの形

態,目 的の違 いこそあれ有意義 なことで,丹 羽らの報告

によれば運動部や文化部経験 は情緒安定性に大 きな要 因

となるので精神 的側面か らも見のがせ ない。

2.学 生生活における余暇の利用 について

(1)住 居,通 学時間につ いて

住 居はアパー ト男子54%,女 子44%,自 宅男子28%,

女子37%で ほとんどを占め,通 学時間は表5の 通 りで あ

った。これは他 の調査項 目の参考にとどめ る。

表5,通 学 時 間

(単位%)

＼ 30分 以内
30分 一

1時 間
1時 間一
1時 間30分

1時 間30分
一2時 間 2時 間以上

男子 50 22 12 12 4

女子 43 17 22
「

14 5

(2)昼 食時 間以外の昼休み ・空時聞の過 し方にっいて

昼休み ・空時間はどこで過す ことが多いか との質問に

学生の過 してい ると思 われ る10項 目を挙 げ選択回答 させ

た。男子は食堂,体 育施 設,部 室,芝 生,女 子 は教室,

食堂,自 分の部屋,図 書館 の順 に多かった。また学科別

では男子体育が体育施設(37%)人 科が部室(25%),女

子教育群 が教室(33%),体 育が部室(27%),人 科が食堂

(29%)な どが多 く学科の特性 を示す もの と考 えられる。

本学の場合,喫 茶店や娯楽施設が大学 と隔れている立地

条件 なので,空 時間 も学 内に留 まぎるを得ないようだ。

(3)放 課後 の過 し方につ いて

放課後はす ぐ下校 するか学内 に留 まった場合何 を して

過 すかの質問に対 して,① す ぐ下校する(下 校 してから

の過 し方は別 に回答)② 別 に決 ってなく何 とはなしに過

し夕食時 に帰 る。③気の合 った仲 間と何 か してい る。④

文化系 クラブ活動を している。⑤ 運動系 クラブ活動 を し

てい る。⑥ 図書館,教 室で勉強。⑦ その他 から選択回答

す るもので ある。

男子 では,⑤42%,①27%,④19%の 順序,女 子で は

①34%,④26%,⑤25%の 順序 でそれぞれ90%,85%を

占めている。学科別では体育男子 の79%,女 子の68%が

⑤を挙 げて いるのは学科の性格上 当然 と言 える。男子教

育群,人 科は④ と⑤がやや同率,女 子では体 育以外は④

が⑤ よ りかなり多 く国社,教 育群 に顕著 であ る。

運動経験別では,男 子大学が⑤86%,中 高 が①55%,

④30%,未 経験 が④48%,①33%で あ り,女 子大学が⑤

65%,①19%,中 ・高が④40%,①38%,未 経験が①48

%,④36%で あった。

クラブ活動で過す者 が男子で61%,女 子で51%で 非常

に多 く,調 査対象者に占め る体育専修生 が多いことにも

よろ うが,自 主的 にサークル活動に励 んで いるこ とは望

ましいと言 えよ う。運動 と文化 を比較 して みると体育 と

男子教育群以外 は文化系が大で あり,こ れ はサー クル数

等 に影響 されている と共に,後 述 する運動参加意識等 に

関連 がある もの と考えられる。 また本学の現在のキャン

パ スでは これ以上のスポーツ活動は物理 的 に飽和状態で

危険で もあるので己む を得 ない と思 うが,よ り望 ましい

姿 を求める体育指導者 にとって残念 なことで もある。

次にす ぐ下校する者がかなりの割合(約35%)で お り

その理 由は男 女共 アルバ イ ト,す る事がない,通 学時

間 がか か るがほ とん どで あった。アルバ イ トや女子で

帰宅が遅 くなる等 はうなづ けるが,何 もす ることがなく

す ぐ下校 し帰宅後 も莫然と過 している者 が多いのは,学

生 としての望 ましい過 し方,余 暇利用等を考える時一 抹

の寂 しさを感ずる。

(4>日 曜 ・祭日の過 し方 につ いて

日曜 日や祭 日に家にいることが多いか,外 出す ること

が多いかでは,男 女共4対6で 外出が多 く,男 子の体育 ,

人科,女 子の教育群,体 育 にこの傾 向が著 しい(5対5

との仮説 に基ず くx2一検定で5%水 準 の有意差 を認 む)。

蒙での過 し方では男子はテ レビか音楽 を聴 く(44%),

身 の回 りの整理(35%),女 子 は身の回 りの整理(46%),

テレビか音楽 を聴 く(26%),宿 題 か勉強(16%)が 圧倒

的 に多かった。

外出す る者では男子 は友人 に会 う(38%),娯 楽か レジ

ャー(19%),ア ルバイ ト・大学の クラブ(各18%),女 子

は友人 に会 う(35%),ア ルバイ ト(20%),ク ラブ(17%),

レジャー(15%)で あった。性別,学 科別で多少順位差
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が認め られた。

3.運 動活動の意識及び行い方 につ いて

(1)自 己の体力 について

今 自分の体 力に自信 があるか を,① 充分 自信 がある,

②普通,③ 自信 がない,④ わか らないから1項 目を回答

させて得た結果は表6の 通 りで ある。表中x2検 定欄 にマ

ークを付 したのは④を除いて①②③選択者の百分率 を算

出 し,正 規分布から理論的 に割 り出 した仮説16%-68%

-16%と を検 定 し,有 意差 が認め られたものである。

(△△ は1%,△ △△は0.1%の 危険率 を示す。)

表6体 力 の 自信 に つい て

(単位%)

性別
゜答

〃レー

男 子 女 子

有 普通 無 不明
2X一検定 有 普通 無 不明 盛検定

学

科

国 ・社
一 一 一 一 冖 1 51 44 3 △△△

数 ・理 一 冖 一 一 一 3 50 44 3 △△△

教育群 7 51 40 2 △△△ 1 41 49 8 △△△

体 育 9 71 14 6 5 75 20 0 △△

人 科 9 52 33 7 △△△ 0 43 52 5 △△△

全 体 8 57 30 5 △△△ 2 54 40 4 △△△

運
動
経
験

大 学 16 71 12 2 4 76 17 3 ・　

中 ・高 3 52 33 12 △△△ 4 51 37 8 △△△

未 0 33 67 0 △△△ 0 as sa 4 △△△

男子 の体育 と大学経験者 が仮説 に類似 している他 はす

べて② 自信 がない回答傾 向にある。女子の体育 も危険率

こ そ低 いが傾向 は同様 である。体力については広義,狭 義

解釈の仕方等 多様 であ り,莫 然 と問われた場合,答 えに

くい点もあろ うが,反 面学生一般 にとっては総括的かっ

主観的な 自己の体 力評価は さ程難 しくはないとの考え方

もある。従 って6人 に1人 の割合で 自信 がある又はない

と答 えるとの仮説 に立 った が意外に評価が低 かった。

過去数年間本学学生 を対象 に体 力測定 を実施 して きた

が,入 学時 に比べ2,3年 次 に能 力の低下 と見 られる種

目がかなり認め られた。従 って,成 長発 達の終末期 を迎

えていると思われる学生時代特 に女子 にとっては体 力低

下の認識 が強まる事に なろ うが,昨 今 の運動不足傾向が

世界的問題 になっていることなどと共 に考 えな くてはな

らない。成長発達的 とらえ方では確 かに終末期 かも しれ

ないが,充 実 した機能 などを含 んだ総合的体 力は完成期

とも言え,そ れが運動 トレーニングで当然保持 で きるも

のである し,将 来望 まれ る資質の うち欠 くことの出来 な

い体力に自信の持 てない学生 のひ弱 さは単 に嘆 くばか り

で はい られない。体 力ときりはな して考えられ ない運動

習慣の必要性 を教科,課 外な どあ らゆる方面 から指導す

ると共に,自 己の体 力を客観 的に判断評価で きる為の測

定 やそれへ の参加 なども今後 の対策 として重要 と思 う。

(2)運 動 の必要性について

運動 は必要,不 要,わ からないか ら選択 させたところ

それぞれ95%,0%,5%で あり,各 グループでほとん

ど差 がない。また体育や大学運動経験者 にわか らないと

答 える者 が皆無に近 い結果 も認め られた。窪田 らの竜谷

大学男子対象の調査で も,91%が 健康 で豊 かな生活 を送

る為の内容 として,日 常的なスポーツ活動 の必要性 を認

識 している とありかなり類似 した結果 と言 える。運動は

健康の必須条件である し,学 生 自身体 力低下 を認識する

中で,こ の回答は至当と思 う。

(3)運 動活動の有無 とそれに関連す る事項 につ いて

運動す ることが① ある②ないの回答で理 論的仮説を半

々においてx2検 定 を行 った。男子で は中高経験者 が② な

い(5%の 危険率で有意)以 外 は各 グル ープ共5%危 険

率で有意に① あるが多い。女子 は全体及び体育,大 学経

験者 が有意に① ある,未 経験 者が② ない傾 向を示 してい

る。

次に運動す ることがあると回答 した者(男 子80%,女

子63%)に 対 し,そ の仲 間,ど ん な形 の運動 か,ど の位

の機会 を持つか,ど の位時 間をかけるかにっいて項目選

択回答を求めた。

仲 間は男女共 クラブが約半数次 にクラス,同 郷 となっ

て おり,何 らかの理 由で大学の運動 クラブに入 らない者

は,ク ラス,同 郷,下 宿な どの仲間 と運 動する機会 を作

って いるようだ。運動仲間の重要 なことは長沢 らが体育

学会で報告 してお り同様 な結果 といえる。

運動す る形で は学内でのクラブ活動 が多い他 は,学 内

外で有志,学 内外で個人,シ ーズン野外スポーツなど平

均的 に分布 して いる。運動 クラブに入 っていない者で も

何 らかの形 で工夫 して運動 している姿 が伺 える。

運動す る機会 と時間が 日常 どの程度 あるかにつ いては

学科別で は体 育以外はほとん ど差 はないが,運 動経験別

では,大 学で クラブに入ってい る者は週3回 以上で各1

時間半以上,ク ラブに入ってい ない者 は週1回 前後 が圧

倒的 に多 く,時 間は男子1時 間,女 子45分 が多かった。

運 動することがない者(男 子17%,女 子35%)の 理 由

では男女共時間的に暇がない,仲 間や指導者 がい ない,

場所がない等 に多 くの回答 が集 った。

運動の必要性を認識 しっつ も実践 している者は少 なく,

本学の体 育施設等が運動 阻害要因 になっているとは思 う

が,仲 間づ くり,運 動す る意欲,積 極 さがあれば克服で

きると思 うので努力に期待 したい。

(4)興 味 を持 って運動す るための内容 と性格 について

回答 は次の6項 目とし選択 させ た。①楽 しみや レクリ

エ ーシ ョン目的の同好会,② 対外試合 目的の クラブ,③

自分の好 きな運動,④ 軽スポーツ,⑤ ス ポーッ教室,⑥
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スポーッ行事。

男 女共①③が圧倒 的に多く次いで②④⑤などであった。

小椋 らの報告によれば一般 に運 動部 には参加 しなくて同

好会 に入 ると言 う傾向す なわち 「脱運動部」化現象が顕

著 とあるが,そ の風潮を伺 うことが出きる。運動 クラブ

の持 っ大きな意義や学校での クラブ活動の仕上 げとい う

意味 からもある程度の厳 しさに向か う努力 をして欲 しい

と思 うが,意 欲 をもって運動が行われ質 と量 とが考慮 さ

れるならば,内 容や性格 はさ程問題で はない。いずれ に

して も学生 の種々広範な希望 に対応で きる様 な運動場面

の設定が大学運営管理 上望 まれ るもので,学 生 の心身の

健康 を阻害す る因子 を少な くす る必要 がある。

(5)学 内でのスポーツ行事への参加意志 と希望 にっ い

て

ス ポーッ行事 に①参加 したい,② 参加 しない,③ わか

らないで回答 を求めた。① は男子70%,女 子58%で 体 育

は高 ぐ,人 科,国 社数理 が低 い。 また運動経験 がある者

ほど①選択が多かった。本学で は年2回 スポーツ行事 を

開催 しているが① 回答者が真 に参加 した らより盛大 とな

ろ うが,③ 回答者もかなりあるので何 らかの啓蒙 によ り

参加す る方向へ導 きた い。

次 に参加 したいと答 えた者 に対 しどんな種 目がよい か

をスポーツ教室,ス ポーツ大会 に分けて調査 した。スポ

ーッ教室 では
,テ ニス,水 泳,ス キー,卓 球,バ スケ ッ

ト,ス ポーツ大会ではバ レーボール,ソ フ トボール,六

スケ ット,テ ニス,卓 球 など球技種 目がほとんどを占め

た。 また男女では さ程大 きな相違は見 られなかった。

(6)卒 業後の健康保持 ・増進 について

卒業後,健 康の保持 ・増進 についての考 え方 を次の項

目から1項 目選択回答 させた。①先の事 は考 えた事 がな

い,② 会社の厚生施設及び クラブを利用,③ 市町村の企

画(ス ポーッ教室 ・大会)に 参加,④ 家族や仲 間 と休 日

を利用,⑤ 商業 スポー ツ施 設 ・アスレチ ッククラブを利

用,⑥ 地域 の同好会的 クラブに参加,⑦ 自分で走 った り

体操 して健康保持,⑧ その他

健 康の保持 ・増進には運動が欠 かす ことの出来 ない条

件で あるとの論拠か らの設問で あるが,① が男子24%,

女子10%と 多 く,投 げや り無関心 な回答を してい るのが

気 になる。また運動経験の未熟 な者程 この傾向が強いの

は悪循環 的に運動か ら遠 ざかる行動や考え方 にな ると考

えられ る。②④⑥⑦がかなりの高率であ り,男 子人科②,

体育⑥,大 学経験者② ⑥,中 高経験者④,未 経験者⑦,

女子④,体 育⑥,人 科⑦,大 学経験者② ⑥,未 経験者⑦

などが目立っ。

運 動 ・スポー ツは大 きな目標 を持つ以外,個 人でそれ

に打 ち込 むことはなかなか困難であ り,健 康のための運

動も真 に運動不足 に悩 んで行 うのでは悲劇的であ るし,

遅れが ちで ある。従って大学時代 から健康 の ために運動

出来 るような社会性,技 術 と体 力などを養 ってお く事 が

望 ましいと思 う。"

4.体 育会や運動活動 に対す るイメージについて

体育 会や運 動活動のイメー ジを 且一m(4)調 査 内容で

述べた ように評価 させ,性 別,学 科,運 動経験別に各項

目ごと平均値 を算 出し,さ らに10項 目の平均 値,標 準偏

差 を算出 した。次頁の図1は 代表的なグル ープをグラフ

化 して示 したものである。

全般 的には男女共やや良い以上の評点 を示 していると

共 に,10項 目のイメー ジ傾向 はかな り類似 してい る。マ

イナス を示すのは男子人科の項 目③ のみで,あ とはすべ

て プラスである。比較的低 い評点(十1以 下)は 男 女共

(3)学生服 ・短髪,(5)規 律 ・規則,(9)言 葉づ かいで ある。

従 ってスポーツが持つ性格 やスポーツ場面 に伴 う事項 に

つ いては比較的寛容で よい と感 じているが,し ごきや封

建的か ら発想 され る様 なクラブイメー ジにはやや反発的

と思わ れる。男子が女子に比べてマイナス的傾向 を示 し

たの はやや意外であるが,設 問事項 を女子 はやや傍観的

に評価 した とも考え られる。グループ間の平均値差 をt

検定す ると,男 子人科 が教育群 に10%,体 育 に5%の 有

意水準で有意 に低 く,男 子未経験者が大学経験者 に比べ

10%水 準で有意 に低 い値を示 した。経験な どによってイ

メージが異なるのは仕方 ないが,学 科によって差 が認め

られる事 にっ いては,学 科 の性格上 と言い切 る前 にさら

に今後追求 して理由を把握 したいと思 う。

】V.お わ り に

余暇 ・運動活動や健康 などに対す る意識 を調査検討す

るなかで,本 学学生の実態 をある程度把握 す ることが出

来 た。学生時代 に運動,文 化的活動特 にクラブ活動 を行

う事 は学生生活 を豊かにす るばか りで なく,体 力や健康

に多大 なる効果 をもた らす。嘉戸の研究報告 は,学 校時

代 の運動 クラブ経験は卒業後 社会人 と しての運動 ・スポ

ーツ活動や態度 の変容にプラス機能 を果 し,断 続 のない

活動 を可能 にす る主体 的条件 であると述べている。

日本 学校安全会の調査では,学 校 内の不慮 の事故 によ

る死者 が増 えてお り,体 育授業中や階段 を上った り,休

み時 間に走 り回った りして死んだ 「急性心臓死」 が大半

である。 しかも過激 な運動では なくご く普通の トレーニ

ングや軽 いランニ ングで多くの事故発生があ る。本年9

月17日 付朝 日新 聞も 「ある東大生 の死」 としてランニ ン

グ中に倒 れた学生 にっいて述 べ,体 を鍛 える大切 さを学
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者の所見 と共 に強張 している。これらの事故 が特 に循環

器系 に多 く,そ の主因はつ かみにくいが,小 野 らが指摘

するように運動不足 や身体の鍛 え方の不足,運 動 に対す

る無知 さな どが大 きな要因であろ う。動いていて正常に

機能す る人体 を考 える と,動 か さない事 によって起 こる

トラブル も当然考 えられるからで ある。

従 って消極的 な意味では死や病気 に至 らないよ うに,

積極的な意味では生涯 の健康 とい う点で運動 を考 えてゆ

きたい。そ して今回の調査 と共 に,よ り一層綿密 な調査

研究 を継続 して教科 ・課外体育 に生 かしたい。また将 来

社会人 として,指 導者教育者 として巣立つ学生 に対 して

は,一 層の精進 を期待 したい。

稿 を終 るにあたり,本 調査 に資料の提供 と助 言をして

下 さった東海大学体 育学部助教授 ・東海大学学生生活研

究所所員 ・村川俊彦氏 に感謝 したい。
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